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ている合成染料製造・販売に目を移していったことは当然であっだ6）。1869年にガイギ ー・メリアy
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1904 年から1906 年にかけて、彼はハソス・ハーゲンバッハとアルフレード・コソツェティとの共同
研究の中からクロ ム染料剤群を発 明・開発し、これは世界の羊毛染色工業に大 きく貢献した。例え
ばエリオクロムブラックT の登場 により、同染料剤製造の大 手であ った エル バ ーフ ェルト（ド イ
ツ）のF ・バイエル社は、同商品 の価格下落を恐れて、ガイギー社と価格協定 交渉に乗 り出した程
である几 合成染料剤発明そして工業化におけ るザントマイ ヤーの着実な成果 は、1901 年に当社 が
株式会社に改組される当り大きく報いられるのである。1901
年元旦にガイギー合資会社は社名を変更することなく株式 会社に 改組 された。 株式資 本は400
万フラン（無記名株4000 ）その75 ％は即時払込 みされ、残余は1912 年までに払込まれた。当社監査
役会は当社会長に就任したガイギ ー・メリアソ、そして総務・商業部を担当す るケフ ラソ・イセリン、
ガイギー 。バーゲソバッハ、または技術・科学部担当のガイギ ー・シュランベルジェとザ ント マイ
ヤーさらに法務担当 のアルフレード・ヴィーラソトの6 人から構成された。最初 の株主総会と監査
役会は同年4 月12 日に会長宅で開かれたが、 出席したのは上記6 監査役員・株主のみであった几
ザ ントマイヤーのガイギ ー株式会社監査役員就任は、アゾ染料剤群の発明・開発についての彼の
業績に対する論功行賞 であった。 さらに彼 は、穏和な性格を社業と趣味において現わしていたガイ





年代から1930 年代当初にかけての、当社化学研究体制の特徴を明らかにして い る。「染 料剤領
域の研究におけ る作業は、後代に比べてはるかに大きく、当人の判断力と力能 とにまかされて、予
め決められ確定された企画に沿 って行われるものは殆どなかった」(12）。1925
年からガイギー社監査役会長に就任す るガイギー・ツ ユランベジェも当社 経営組 織特に 労使
関係を、彼の父親同様に家族的枠組において理解していた。1905 年時点のバーゼル市において当社
福祉厚生環境は第一位にあると判断した調査員は 「この工場ぱ “彼［社主 ］ の”労働 者に対 する
“家父長的配慮”の先頭に立 っている。 また当工場の“賃銀規定書”では労働者 の幹部に、特別優
遇措置がとられているのだ」、さらに当社 の10 種類の福祉厚生制度を紹介しな がら 調査員 は 「贈 り
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ていったゲッチングン大学の夏季学期のために同道した。ここから戻った後も3 ヶ年は、彼の後任A
・--ヽソチ教授のもとにとどまっていた。
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アルフレード・コソツェティにより収録され後代に伝えられてい る(4)。
彼の時代の画期的な、ベンゼンの一 不純物であ るチオフェソ5)の発見ぱ、当時連 邦 工科 大学 教授
であったヴィブ トル・マイヤーか チオフ ェン類についての著書でのべている様に、その初めはザン
トマイ ヤーに負ってい る。それは劇的に出現した。 ザy ドマイ ヤ ーが連邦工科 大 学 の講義 助手で
あ った時分に、ヴィクトル・マイヤーはベ ンゼソ6)誘導体の最初の講義(1882 年) の際、ベ ンゼンを
使 った周知のイソドフェニソ(7)反応を紹介しようとした。彼は石灰添加の安息香酸 の蒸留 から得 た
ベ ンゼンを使ったのである。しかしながら予想された青色は発現しなかった。当惑した教授にこの






芳香族化学分野で、このチ ューリッヒの助手ぱ1884 年に、彼の名 がつけ られかつ 発明者が大変有
名となる、新たな化学反応を提示して科学界を驚かせた。これがザンドマイェヤー反応で、塩素、臭素、
シアンそしてニトロ基によりアミ下[ アミノ] 基(9)を置換する方法であった。周知 の様に こ の反 応
は、 ジア ゾ化合物と銅(1) 塩を窒素発生下で新たな有機物質に変質 させるのである 。 これ は化学的
並びに工業的にも重要となっていった。1884 年から1886 年までに公表された著作は、次亜塩素酸の
アルキル化と炭素誘導体に関して、 この独学者が実験技術を完全に会得していたことを示している。J
・R ・ガイギ ー社に入社した1888 年には、ザントマイヤーが新染料のために考 案しかつ また製
造した一連の合成中間製品が出現した。しかもなおチューリッヒ時代に乱 彼は工業研究者として
殊にすぐれた製品を生みだしたのである。弊社は彼を1888 年冬に一 当時出現 してきたプ リム
リソ(10)の調査 のためにチューリッヒに派遣した。僅かな期間中にザントマイ ヤーは独創的分 解反応
によりこの黄色染料の構造を明らかにしたのである。 これに よりガイギー社は、なお特許化されて
いないこの独特 の染料を直ちに製造できることになったのである。
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20年後には、当時なお知られていなかったp －クロpr メヂルーO－クレ ソチン 酸(12)を製 造す ること
により、非対称のヅ プ エニルメダソ誘導体合成が行われるのである。反応性 ホル ムアルデヒドは、
アソヒドロホル ムアニサ ソ形態のアニリンから、モノメチルアニリソを合成す る際に使われる。同
様な原 理により、モノメチルトルイジソと対称モノメヂルフェニルヒド ラジソが合成された。当該
特許権は染料企業ヘキスト社、以前 のルシヴス・ブリューニング社に譲られた のであった。
ホル ムアルデヒドと並んで硫黄は、ザ ントマイヤーお気に入りの試薬であった。 アルカリ条件下
の硫化物をp －ニトロトルエンに作用させ ることにより、ザ-y トマイヤーはp －アミツ ベソズアルデ
ヒドと核置換のp ⊥アミノベソズアルデヒドの巧 みな合成 法を開 発した。1896 年 に ガイ ギ ー社は
ー ザントマイヤーの輝かしい発明である一 高圧釜内の亜硫酸とO －クロロベ ンズ アルデヒイ の
反応からベンズアルデヒド一〇－スルホン酸(13)を製造する特許権を取得する(14)。 芳香族化 合物 が塩 素
に隣接するニトロ基と化合する場合に、塩 素原子がスルホシ基と置換可能な ことは周知 の事であっ
た。 この知識を極めて貴重なアルデヒド(15)化合物にまで拡大しえたことは、ザ ントマイ ヤーの功績
であった。これは染料合成に重大な意義を もったのである。さらに塩素は、 オルト位のニトロ基の
みならずアルデヒド基を も不安定とすること、七 かもこめ反応はパラ位ニト ロ基に も当ではまるこ
とを証明したのも彼の功績であった。他のすばらしい功績は、周知の ライマこ法 に よりながら、タ
ロP3 ホル ムと苛性ソーダを用いてナフト ールスルホン酸(16)からオキシナフトル アルデヒド スル ホソ
酸を合成したことである。 犬 犬 ト
しかしながら最も独創的かつ 重要な アルデヒド合成法ぱ、ザントマイ ヤーが ヒドロキシルアミン
芳香族スルホン酸を用いて成功した ものであるということがで き よ ‰ そ れ は ライ ン河畔ビ ーブ
リッヒのカレー社の特許権に よった。そ れに よれば、ホルムアルデヒドがフェニルヒドロキシル(17)
アミンに反応し、生成したパ ラーヒドロキシルアミソペソジルアルコールが置換 され てp －アミノ
ペソジノレアルデヒイ が製造されるのであった。サンドマイ ヤーはカレー社製法では一核を置換した
のに代わって、二核置換を考案した のであ る。彼はアミソ、特にパラ位に置換基のない アミンの塩
酸塩水溶液を使い、 ホル ムアルデヒ下 とパラ位のフェニルヒドロキシルアミュソスルホソ酸を反応さ
せた。 これにより少なくともパラ位でのホルムアルデヒドの干渉はさけ られたレ こ うしてヒドロキ




物が生成され、アミド[ アミノ] メルホン酸は使用されたフェニル 玲ドロキシルア ミソスルホソ酸
に相応した。ザントマイ ヤーは興味深い この経過を次の様に表示した。

























































































































































































スイ ス最大手の化学会社ノヴァルチス経営史 の研究におい ても、バーゼル大




（4) 上野喬、「クリストフ 。ペル ヌーリの反ツンフト論－ スイス産業革命期 の『営業の自由』論- 」、東洋
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エチレン^2 ＝^2 、アセチレンHC ≡CH 。(9)




－,p- ベンゼン核CsHe の位置異性を もつ環式化合物 異性体区 別法。 ベン ゼン核 の頂点を1 として時計(
右) 回りに数字番号をふり1.2 位をオルト(o) 、1.4 位をパラ(p) 、1.3 位をタタ(m) と名ずける。(13)C
月6O,S、様々なトリフェニルメタン系 色素の合成原料となる。(14)
ドイツ特許権である。(15)RCHO















年から絹染料剤を合成していたビソドシュドラ・ブ ッシュ社は1884 年に『バーゼル化学工業 』(その
ドイツ語頭文字でCIBA) に改組された。1996 年成立のノヴァルチス社の基幹企業 の最大手。(1999
年1 月n 日受 理)
